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このたび第 52 期の支部長を仰せつかりました福井大学

の服部です。永年，北陸信越地区で教育研究に携わってき

た私としては，非常に光栄なことであると同時に責任の重

さに身が引き締まる思いです。さて，3年前に発生した東日

本大震災，今年関東で降った 20年ぶりの大雪など自然災害

による被害が続いています。また，少子高齢化，エネルギー

危機，地球環境問題等の難しい問題が山積しています。こ

うした数多くの問題に対して機械工学の解決すべき課題は

非常に多いと考えています。 

さて私の支部長としての責務は，山崎前支部長が築かれ

ました支部活動を継続・発展させることが一つの使命と認

識しております。山崎前支部長から申し送りのありました

今期への申し送り事項は実に 18項目に及んでいます。特に，

「支部ホームページ」は見やすさや使いやすさの点で問題

があるとの指摘がありましたので，是非とも本年度に改善

したいと思います。また，「60才以上の会員を対象としたシ

ニア会」の通則が 2014年 1月の本部理事会で制定されたこ

とに伴い，現在支部では「シニア会制度設置に関するアン

ケート」を行っております。アンケートの結果をみて「シニ

ア会」の組織化，活動の実施を進めてまいりたいと思いま

す。さらに，「支部主導のインターンシップの実施」などが

盛り込まれています。支部インターンシップの目的は，地

元の企業を学生に知ってもらい，地元の企業に残って将来

大いに活躍してもらうことです。十分に検討を進めて，可

能なところから実施していきたいと思います。 

 一方，通常の支部活動としては，学術講演会，特別講演

会，技術講演会，講習会など多彩にわたっています。本年度

の支部活動としては，例年通り幹事会を 3 回，特別講演会

を各県 3 件，支部公開シンポジウムを富山県で開催してい

ただくことになりました。各県の幹事の皆様には，ご負担

をお掛けすることになりますが，どうぞ宜しくお願いいた

します。また，特別講演会の開催に関しては，前支部長から

の申し送り事項として「異文化交流，異文化融合」をキーワ

ードとして県幹事を中心に企画・開催していただきますが，

支部会員の皆様からの積極的なご提案をお待ちしています。

また，こうした特別講演会や公開シンポジウムの開催は，

会員間の情報交換の場としてだけでなく，正会員，学生会

員の入会の勧誘の絶好の機会でもあります。学会の維持に

は，会員の確保が最重要課題ですので，こうした機会を捉

えて是非とも会員の増強にご協力下さい。 
最後ですが，学会の支部活動には会員のご協力が是非と

も必要です。本年度，副支部長，庶務幹事，会計幹事ともど

も支部活動を積極的に行って参りますので，皆様のご協力

を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 51 期という次の 50 年間のスタートを切る初年度の支

部長を務めさせていただき，大変誇りに思います。今まで

の 50 年間に及ぶこの北陸信越地域における機械工学に関

する学術活動の歴史と機械産業技術の発展を振り返りなが

ら，この 1 年間の活動を進めてまいりました。特に本年度

は，異分野の学協会との連携，産業界との異分野融合が創

造的な製品開発，新産業創出の原動力となるとの考えから，

各県行事のうちの少なくとも１つはその趣旨に則った企画

の実施を各県幹事にお願いし，ある程度実現することがで

きました。これも偏にご尽力いただきました県幹事をはじ

め，各県行事の実施担当者の皆様のお陰であり，ここに記

して心より厚く御礼申し上げます。 

また昨年 6月 1日には北陸信越支部創立 50周年記念事業

を，矢部 彰 日本機械学会会長をお迎えして厳粛かつ盛大

に新潟朱鷺メッセにて開催することができました。原 利昭 

実行委員長（新潟工科大学教授）をはじめ新潟地区の皆様

のご尽力に改めて厚く御礼申し上げます。YKK 株式会社取

締役会長 吉田忠裕様に特別講演をお願いし，世界展開され

ているビジネスと技術力強化の最先端に触れる機会を得ま

した。ついで行われたパネルディスカッションでは，地域

を支える機械系人材の育成について，高等教育機関と地域

企業群との連携を学会が積極的に関与して促進し，学生の

インターンシップの可能性を検討するというグローバル人

材育成のための具体的な課題も頂戴しました。 

また本会からの課題では本支部におけるシニア会（60歳

以上の正会員による諸活動を期待）立ち上げの準備をする

ため，意向調査のアンケートを実施し，次期へとその具体

的な検討を引き継がせていただきました。 

さらに 3月 7日に第 43回学生員卒業研究発表会を滞りな

く実施していだきました富山大学の関係者の皆様，そして

引き続き 3月 8に第 51回支部総会講演会の開催にご尽力い

ただきました富山県立大学の関係者の皆様に心より感謝申

し上げます。 

東日本大震災から３年が経過しましたが，復興と原発廃

炉のプロセスはむしろこれからが正念場を向かえます。原

子力発電技術の一翼を担う機械工学，機械技術への信頼回

復のため，これからも安全・安心を基本とする人と環境に

優しい新機械技術の開発，もの造りの実現に向けコツコツ

と努力し続けなければなりません。今後，本支部の諸活動

がさらに活発に行われ，グローバルな産業人材の育成と北

陸信越地域の産業の発展に貢献できますことを祈念し，退

任のご挨拶とします。 

 ＪＳＭＥ北陸信越支部ニュース 

 Hokuriku-Shinetsu Branch NEWSLETTER 
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１．はじめに 

長野県にある信州大学では，超小型人工衛星 ShindaiSat

「ぎんれい」プロジェクトを発足し，人工衛星の開発と運

用について取り組んでいます。人工衛星の正式名称は「可

視光通信実験衛星」です。この人工衛星は，その名の通り，

約 400km の上空から可視光で通信する実験衛星です。これ

まで通信手段として電波を用いていましたが，多くの帯域

で電波が使用されているため空いている周波数が無く，人

工衛星の開発に時間がかかる問題が挙げられます。もし，

電波の使用申請が無く可視光で通信することができれば超

小型人工衛星の開発のハードルが少し下がります。 

 

２．プロジェクトの体制 

人工衛星は単独で開発できるわけではなく，「構造系」，

「熱制御系」，「ミッション系」，「姿勢制御系」，「電源系」，

「データ処理系」，「通信系」，「地上局」に分かれて開発し，

プロジェクトマネージャーの中島厚特任教授がそれぞれを

まとめて一つの人工衛星を作ります。例えば，「データ処理

系」では繊維学部 創造工学系 飯塚浩二郎 准教授の研究室

が担当，「ミッション系」，「姿勢制御系」，「電源系」，「デー

タ処理系」，「通信系」は工学部電気電子工学科 中島研究室

および産学官連携推進本部コーディネーター 橋本英一先

生が中心となって開発していました。 

工学部機械システム工学科 中山研究室では「構造系」，

「熱制御系」を担当しました。 

 

３．構造系の活動 

ここでは紙面の関係上，機械工学に特化した内容として

「構造系」について焦点を当てて記載します。 

① 構造設計の方法 

プロジェクトマネージャーの中島先生から構造系の相談

を受けたのが，2012年 1月でした。全体のスケジュールを

考えると 2012年 3月中には人工衛星のモックアップ（試作

機）を造り，振動試験まで行いたいという。さて，宇宙航空

研究開発機構（JAXA）では，発泡スチロールやベニヤ板等を

加工し，モックアップを作るという。学生もそれに習って

加工を始めるが時間がかかり，スケジュールに間に合わな

い。それよりは講義で習った 3DCAD を用いて設計した方が

早いと感じ，軌道修正しました。これは今後の人工衛星の

設計の修正やシミュレーションにも使用でき，このタイミ

ングで変更したことが良かったと思います。学生も一生懸

命努力し，約一週間でプロトタイプの設計が終了しました

（図１）。JAXAに申請した人工衛星の仕様は，寸法 400mm×

400mm×450mm、重量は 30kg±6kgです。 

② 振動試験と振動解析 

まず，JAXAから要求でロケットの打ち上げ時に発生する

振動の周波数中に人工衛星の共振周波数があってはいけな

い。上記の 3DCAD で設計した試作機を約 1 ヶ月で学生が製

造し，3月上旬に長野県工業技術総合センターにおいて，振

動試験を行いました（写真１）。その結果，ロケットの打ち

上げ時に発生する振動内に共振周波数が生じることがわか

りました。人工衛星が大きいこと，そして重量が重いこと

が低周波数で共振する原因です。それだけではありません。

人工衛星のネジの取り付けにおいても，周波数が変わりま

す。図２に ANSYS を用いて振動解析した結果を示します。

側面パネルの中央が大きく変位していることがわかります

が，このように接合する場所でも共振周波数は大きく変わ

ります。軽くて強度の高い材料を用いることで共振周波数

も変化することから，側面パネルを A5056から CFRPに変更

しました。このように数個の人工衛星を造り，実験とシミ

ュレーションによるトライ＆エラーを繰り返し，2013年 11

月に最終的なフライトモデルを完成することができました。 

 

４．おわりに 

「ぎんれい」は 2014年 2月 28日午前 3時 37分（日本時

間）に種子島宇宙センターより H-ⅡA23 号機で無事に打ち

上げられました。また、「ぎんれい」から発射されるビーコ

ンを受信することができました。 

最後に，人工衛星を開発するような具体的な講義を行っ

ていませんが，人工衛星の開発という目的を明確にするこ

とで学生たちが機械工学（製図，材料学，加工等）の知識を

使って新しい人工衛星を設計したことに感動を覚えます。

このように新しい機械や製品を開発するために，大学で得

た機械工学の知識が，社会での開発に役立つことができる

ことを再認識することができたことは，私にとっても大き

な喜びでした。その観点からも人工衛星プロジェクトは学

生にとって教育効果が高いと感じました。 

 

 

図１ 超小型衛星「ぎんれい」の CAD図面（最終形状） 

 

 
写真１ 振動試験の様子（フライトモデル） 

 

 
図２ 振動解析の結果（初期のモデル） 

各県からのニュース 

長野県 

 

超小型人工衛星「ぎんれい」プロジェクト 
 

中山 昇 （信州大学） 
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新潟県では，「機械の日」の開催行事として 2件のオープ

ンキャンパスを実施しました。また、新潟大学および新潟

工科大学において，3件の特別講演会を実施しました。以下

にその活動概要を報告いたします。 

 

1. 機械の日 

平成 25年 8月 8，9日に，新潟大学にて，2013年度オー

プンキャンパスが開催されました。工学部には県内外から

高校生を中心に 1760名の参加者がありました。特に，機械

システム工学科では，大学院生や女子学生による実行委員

会が中心となり，機械工学に関わる研究室展示や歯ブラシ

の振動を動力とした「歯ブラシカー」の製作実習がものづ

くり体験コーナーとして実施され，非常に活気のあるイベ

ントになりました。（写真１） 

また，平成 25 年 8 月 10，11 日には，長岡工業高等専門

学校のオープンキャンパスが開催されました。新潟県内外

の中学生ならびに保護者など，延べ 800 名の参加者があり

ました。機械工学科では，ドリルを使ったオリジナルキー

ホルダの作製や，前年度に設計・製作したロボットの実演・

操作体験などを実施しました。参加者からは「操作が難し

かったが楽しかった」，「丁寧に説明してもらい興味がわい

た」など好評を得ました。（写真２） 

 

2. 特別講演会 

平成 25年 10月 22日に，新潟大学にて，ソニー株式会社

仙台テクノロジーセンター代表の大崎博之氏による「磁気

テープのトライボロジーと研究開発を通じて学んだこと」

と題する特別講演会が開催されました。写真３は，仙台工

場が東日本大震災で甚大な被害を受けたこと示すもので，

社員総出で早期復旧を果たしたとのことでした。テープ媒

体は，放送局での最終送出時や，今後も需要が高まるディ

ープ・アーカイブなどのプロ領域では，今でも主流の記録

媒体です。テープ媒体の新規開発時に重要な要素となるト

ライボロジー特性について講演していただきました。一方

で，技術マネジメントを通じて学んだ開発の進め方につい

てもふれていただきました。優秀な人物は仕事を進める際

に多くの仮説を立てることができるようです。若い学生さ

んにはこのような姿勢で研究に励んで貰いたいとアドバイ

スをしていただきました。 

平成 25年 12月 11日に，鉄道総合技術研究所から池田充

氏（鉄道力学研究部長）を講師としてお招きし，新潟大学に

て「架線・パンタグラフ系の高速性能」と題する講演会を開

催しました。新幹線の最高速度が 2013年に 320km/hに引き

上げられ，今後もさらなる高速化が検討されています。こ

うした新幹線の速度向上を実現するうえで，架線・パンタ

グラフ系に関わる集電技術が，非常に重要な役割を担って

いることを教えていただきました。 特に，架線・パンタグ

ラフ間の接触力が一定に保たれていなければ，離線や磨耗

などの問題が発生するため，現在，新潟大学と共同研究の

形でアクティブパンタグラフを開発中であることが紹介さ

れ，産学共同研究の重要性もご指摘いただきました。 

 平成 25年 12月 13日に，新潟工科大学にて，株式会社東

芝電力システム社の吉岡洋明氏よる「発電用ガスタービン

の高温化材料技術と補修・延命化技術」と題する特別講演

会が行われました。わが国における発電事業の現状を，東

日本大震災前後の変化を交えて紹介していただくと共に， 

ガスタービンの高温，高効率化に関わる構造材料の製造技

術や高機能化のためのコーティング技術について詳しく教

えていただきました。また，ガスタービンの安全運用を目

的とした構造材料の劣化損傷の評価技術，および補修・再

生技術に関する最近の研究動向についても紹介していただ

きました。（写真４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真１ オープンキャンパス（新潟大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ オープンキャンパス（長岡工業高等専門学校） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ 特別講演会 「磁気テープのトライボロジーと 

研究開発を通じて学んだこと」（新潟大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真４ 特別講演会 「発電用ガスタービンの高温化材料

技術と補修・延命化技術」（新潟工科大学） 

新潟県 

 

新潟県の活動報告 
 

岩部 洋育 （新潟大学） 
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富山県では，平成 25 年度（第 51 期）は 3 件の特別講演

会と北陸信越支部第 51期総会・講演会を開催いたしました。 

 

１．特別講演会（3件） 

平成 25 年 11 月 1 日に富山大学工学部にて第 1 回目の特

別講演会を開催いたしました。講師は戸澤幸一先生（芝浦

工業大学 教授）で，“様々な産業に貢献する「ものづくり技

術」と「型技術」”の演題でご講演いただきました。ご講演

では，工業，アパレル，食品産業における実用化・研究事例

として，エンジン部品の鍛造技術やマネキン製作における

低コスト金型によるプラスチック製造技術，さらにはチョ

コレートにおける複雑形状の作製技術等の紹介があり，参

加者（78名）の関心も高く，非常に有意義な講演会となり

ました。 

 第 2 回目の特別講演会は，平成 25 年 12 月 3 日に富山県

立大学にて開催いたしました。講師は後藤元信先生（名古

屋大学大学院 教授）で，“超臨界流体を利用した分離およ

び反応プロセス”の演題でご講演いただきました。ご講演

では，超臨界流体・亜臨界流体の基礎的特性についてのお

話があり，抽出分離技術への適用，微粒子，ナノ材料調製へ

の適用，反応場としての解説がありました。さらに現在，実

用化が進んでいる各種応用技術や先生ご自身が研究を進め

ておられるプラズマ技術への超臨界流体の適用についても

ご紹介いただきました。今回の特別講演会は異分野交流を

目的として企画したものであり，機械工学とは全く異なっ

た分野の内容でしたが，参加者（37名）からは新しい研究

を創造するための参考になったとの声が多く聞かれました。 

 第 3 回目の特別講演会は，平成 26 年 1 月 23 日に富山県

工業技術センター ものづくり研究開発センターにて開催

いたしました。講演会のメインタイトルは“「力を測ること

で見えてくるもの」－静電型力覚センサ，触覚センサの技

術と産業への展開－”であり，お二人の講師をお招きして

ご講演いただきました。 

一人目は，岡田和廣氏（株式会社ワコーテック 代表取締

役）で，演題は“静電容量式力覚センサ dyn-pickシリーズ

の開発と展開”，二人目は、水島昌徳 氏（株式会社オーギャ 

代表取締役）で，“静電容量式超薄型触覚フィルムの開発と

展開”の演題でご講演いただきました。岡田和廣氏には，

MEMS技術を駆使した多軸測定用力覚・触覚センサと高さ方

向の位置検出センサについて，開発動向や適用分野につい

てお話いただきました。水島昌徳氏には，静電容量式超薄

型触覚フィルムについて原理や作製方法，今後の展開につ

いてお話いただきました。ご講演頂いた講師は二人ともベ

ンチャー企業の創業者であり，一方はベンチャー企業でも

成長・発展した会社，もう一方は起業して間もない会社で

あり，参加者（20名）からはお二人の創業者の考え方が対

照的であったのが非常に興味深かったとの声が聞かれまし

た。 

 

２．北陸信越支部第 51期総会・講演会 

平成 26年 3月 8日に富山県立大学にて，北陸信越支部第

51 期総会・講演会が開催されました。学術講演は 241 件，

参加者は 432名で，特に県外から多くの参加がありました。

特別講演は，高川昭良氏（高岡市デザイン・工芸センター所

長）で，“伝統と革新」～高岡 400年のものづくりを次世代

につなぐ～”の演題でご講演いただきました。ご講演では，

高岡の歴史を紐解きながら高岡のものづくりの原点，さら

には現在，世界で活躍中の高岡の企業のものづくりへの挑

戦等を分かりやすく説明していただきました。交流会は会

場を移してオークスカナルパークホテル富山で行われまし

た。73名と非常に多くの参加を得て，盛会のうちに終了し

いたしました。 

 

３．おわりに 

今年度は特別講演会を 3件と北陸信越支部第 51期総会・

講演会を開催し，いずれも盛況のうちに終えることができ

ました。支部創立 50周年の翌年を最高の形でスタートする

ことができたのは，ひとえに、関係各位の皆様方のおかげ

であり，心より感謝申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

富山県 

 

富山県の活動報告 
 

堀川 教世 （富山県立大学） 
 

 

写真１ 12月 3日 特別講演会（異分野交流企画） 

写真３ 第 51期総会・講演会：交流会 

写真２ 第 51期総会・講演会：特別講演 
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石川県では，2013年度は４件の特別講演会と 1件の講習

会を開催致しました。以下に活動概要を報告致します。 

 

１．特別講演会開催（４件） 

①ＭＥＸ金沢 2013開催記念セミナー 

演題：マイクロファクトリの思想とモノづくりへのイン

パクト 

開催日：平成 25年 5月 16日 

会場：石川県産業展示館 4号館 

参加者：106名 

講師：（独）産業技術総合研究所 先進製造プロセス研     

究部門 上級主任研究員 岡崎祐一様 

「小さなものは小さな機械や生産設備で」というマイクロ

ファクトリの思想は生まれてからすでに 20 年以上になり，

今や当たり前のものとして世界の各方面へ浸透しつつあり

ます。製造業での実践の様子だけでなく，これまでの産総

研での取組み，日本では諏訪地域を中心としたＤＦＴ研究

会，海外では欧州，韓国などを中心とした様々な地域での

取組みの紹介や「fable」に関連したパーソナルユーザーヘ

の今後の展開など新たなモノづくりシーンヘのインパクト

などを紹介頂きました。 

 

②我が国の航空機開発 

開催日：平成 25年 11月 14日 

会場：金沢工業大学 63号館 

参加者：67名 

講師：川崎重工業（株）航空宇宙カンパニープロシニア 

久保正幸様 

我が国における航空機の開発は，民間航空機は，欧米の

航空機産業と共同で開発が行われ，また防衛用航空機にお

いては，継続して国内開発が行われてきており，その時代

背景にあった，開発テーマでの開発が行われている状況を

開発者の立場から講演して頂きました。 

 

③伝熱研究における生物学的視点の導入 

開催日：平成 25年 11月 29日 

会場：金沢大学自然科学本館 

参加者：42名 

講師：神奈川工科大学 鳴海明教授 

伝熱研究においては，従来からの熱工学的視点からだけ

でなく生物学的視点からの考察が必要となる研究テーマが

あります。1番目に，微弱電流負荷が細胞の活動に影響を与

え，その結果，細胞内凍結が起こりにくくなります。2番目

に現在化石燃料に代わるエネルギーとして注目されている

廃棄物バイオマス燃料に関して，そのハンドリング技術を

検討する場合，廃棄物バイオマスの中に生存する様々な菌

の活動を考慮する必要性がメタゲノム解析の結果をもとに

示されました。機械工学と生命工学の境界領域のテーマで

活発な意見交換がなされました。 

 

④原子力発電機器の強度保証の為の高信頼性に関する研究

開発 

開催日：平成 25年 12月 12日 

会場：金沢大学先端科学・イノベーション推進機構１階 

参加者：28名 

演題：原子力発電機器の健全性評価における現状技術 

講師：(一財)発電設備技術検査協会 溶接・非破壊検査技

術センター (ＮＤＥセンター） 副所長 古川敬様 

原子力発電機器に対する保全の現状紹介として，軽水型

原子力発電機器の検査技術と健全性評価制度の現状と制度

構築に至るまでの研究開発の経験が紹介されました。 

 

演題：構造部材の強度保証の為の非線形超音波を用いた 

探傷の高精度化 

講師：富山大学 大学院理工学研究部 三原毅教授 

非線形超音波を利用した新しい超音波探傷法を実用する

為の技術として，積層探触子と昇圧コイルを用いる大変位

超音波送信技術を紹介し，探傷に利用した場合の有効性に

ついて述べて頂きました。 

 

演題：二次元検出器による現場適用可能なＸ線応力測定 

講師：金沢大学人間社会研究域 佐々木敏彦教授 

新Ｘ線応力解析理論 cosα法について，測定理論，データ

解析，適用例を紹介し，現在検討中のオーステナイト系材

料への適用状況を述べて頂きました。 

 

２．講習会（１件） 

 ＣＡＥ技術者のための計算力学講習会 

 開催日：平成 25年 11月 16日 

会場：金沢大学自然科学３号館 

参加者：30名 
 金沢大学機械工学系坂本二郎教授による計算力学技術者
に必要とされる有限要素法の基礎知識の解説，機械設計へ
の応用紹介，実技講習を行いました。計算力学技術者（2級）
の受験に必要な認定試験付帯講習が免除される本講習会も
今回で 9年目（通算 11回目）を数え，定着化し，参加者も
昨年度より増えました。 
以上，報告させて頂きます。合計５件の活動を無事に終

えることができ，ご協力頂きました関係各位に感謝申し上
げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      写真２ 特別講演「我が国の航空機開発」 

石川県 

 

石川県の活動報告 
 

福田 昭一 （津田駒工業） 
 

 

写真１ ＭＥＸ金沢２０１３開催記念セミナー 
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福井県では、平成 25年度は 3件の特別講演会と 1件の機

械の日関連行事(福井大学オープンキャンパス)，さらに 1

件の公開シンポジウムを開催しました。以下に，活動概要

を報告します。 

 

１．特別講演会 

①特別講演会Ⅰ 

講演題目：摩擦摩耗を利用した高機能表層のトライボメタ

ラジー －トライボロジーと材料科学－ 

開 催 日：平成 25年 12月 6日 

会  場：福井大学文京キャンパス 

講  師：加藤 寛敬 (福井工業高等専門学校) 

参 加 者：27名 

概  要：トライボメタラジーとは，二つの金属材料が擦

れ合うときに界面で発生している様々な冶金的現象を総称

した造語であることが説明され，その後に事例紹介があり

ました。専門的な内容ということもあって聴講者数は多く

はなかったが，参加者は熱心に聴きいっていました。講師

と福井大学の先生で活発な討論が行われました。 

担当：野坂 正紀 (シャルマン) 

②特別講演会Ⅱ 

講演題目：原子力発電の安全性・信頼性の⼀層の向上を求

めて －原子力安全システム研究所（技術システム研究所）

の取り組み－ 

開 催 日：平成 25年 12月 20日 

会  場：福井大学文京キャンパス 

講  師：藤村 公也 (原子力安全システム研究所) 

参 加 者：22名 

概  要：東日本大震災に伴って発生した東京電力福島第

一原子力発電所の事故は，原子力発電への信頼を失墜させ，

わが国のエネルギー政策を大きく揺るがせました。原子力

発電の信頼を回復するための，原子力安全システム研究所

での科学的な視点からの安全性・信頼性を向上させる様々

な取組みについて紹介されました。原子力専攻の学生も多

く参加しており，数多くの質問があって聴講者の原子力発

電に対する関心の高さがうかがえました。 

担当：野坂 正紀 (シャルマン) 

③特別講演会Ⅲ 

講演題目：からくり人形の世界－江戸時代の先端技術－ 

開 催 日：平成 26年 1月 23日 

会  場：福井工業大学 

講  師：高科 庄次 (からくり人形師 九代 玉屋庄兵衛)， 

     末松 良一 (名古屋大学) 

参 加 者：198名 

概  要：日本機械学会北陸信越支部と精密工学会北陸信

越支部の共同企画として開催されました。まず末松良一氏

より機械時計を応用したからくり人形の歴史や技術につい

て分かりやすく解説・紹介していただきました。次に高科

庄次氏よりからくり人形の実演をしていただき，からくり

人形の機構や動作について分かりやすく解説していただき

ました。参加者は本物のからくり人形を実見することがで

き，からくり人形の機構や動作原理などについて大変興味

深く聴講していました。 

担当：小沢 康美 (福井工業大学) 

 

２．「機械の日」関連行事 

 平成 25 年 8 月 9 日に､福井大学でオープンキャンパスが

開催され，「機械の日」関連行事としてエンジンの構造，仕

組み，動き，役割，名称について説明とエンジン分解の実演

を行いました。研究室公開においては，説明者として学生

諸君が活躍していました。多数の高校生が参加し，熱心に

説明を聞いていました。 

 

３．公開シンポジウム 

講演題目：農工連携による次世代農業の提案 

開 催 日：平成 26年 1月 24日 

会  場：福井大学文京キャンパス 

参 加 者：44名 

概  要：福井県の米作りと機械工学は一見接点が少なく

思われますが，衛星技術や自動制御技術，モニタリングシ

ステム，電気自動車（農作業車）など農業関係者から機械工

学に対する要望が非常に多くあることが紹介されました。

聴講者も農業関係者を始め一般の参加者が多かったです。

後半のパネルディスカッションは十分時間がとれませんで

したが，全講師の横断的な議論ができて大いに盛り上がり

ました。 

担当：大津 雅亮 (福井大学) 

 

 特別講演会および公開シンポジウム，「機械の日」関連行

事とも成功裏に終わることができ、ご協力いただきました

関係各位に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 特別講演会 I 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 公開シンポジウムのパネルディスカッション 
  

福井県 

 

福井県の活動報告 
 

大津 雅亮 （福井大学） 
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１．はじめに 
 南極とは，南極点（地表と地球の自転軸が交わる南側の
点）を中心とした地域を示しています。また，南極圏とは白
夜の日（太陽の沈まない日）がある南緯 66 度 33 分以南の
地域を指します。ご存知のように，そこには非常に大きな
南極大陸が存在し，大きさは日本の約 37倍で 5番目に大き
な大陸です。 
 南極大陸がどこの国に属するのかについては各国の主張
がありましたが，現在は 1959年に署名された南極条約に従
い，南緯 60度以南の地域を南極地域とし，この地域での軍
事活動を禁止すること，科学調査の自由を保障すること，
領土権主張を凍結することなどが決められ，世界中で唯一
国境のない平和な地域ということができると思います。 
 ここでは南極地域における日本の観測隊とそこで使用し
ている雪上車について紹介します。 
 
２．日本の南極地域観測 
アムンゼンやスコットが 1911年 12月から 1912年 1月に

かけて続けて南極点に到達しましたが，同時期に白瀬矗が
海南丸で南極大陸に上陸し探検を行っています。海南丸船
長の野村直吉が北陸出身であるなど実は支部とも縁深いと
ころがあります。 
わが国の本格的な観測は，国際地球観測年の 1957年に第

1次南極地域観測隊が東オングル島に上陸し，昭和基地（南
緯 69度 0分，東経 39度 35分）を開設したことにより始ま
ります。映画やドラマなどになったことから，多くの方が
当時の様子をある程度イメージできるのではないでしょう
か。現在，昭和基地では 55次隊が越冬中で，国内では次の
56次隊に向けた訓練や準備，隊員選抜が行われているとこ
ろです。 
観測隊は，観測系隊員と設営系隊員の大きく２つにわけ

ることができます。観測系隊員は，気象，雪氷，宙空，生物，
地質など様々な観測を行います。設営系隊員は，通信，調
理，医療，建築，機械，環境保全，野外活動など観測や生活
を支えています。また，12月末から 1月末までの数ヶ月間
を南極で活動する夏隊員と，次年度の隊員と交代するまで
南極に留まり 1 年以上活動する越冬隊員に分けられます。
近年は，夏隊員が同行者を含めて 50 数名，越冬隊員が 20
数名で構成されています。当社からも機械（雪上車）担当と
して毎年隊員を派遣しており，これまでに延 36名が越冬し
ています。私も 50次隊で越冬しました。 
主な観測拠点として，昭和基地，みずほ基地，あすか基

地，ドームふじ基地があります。現在，越冬に使用されてい
るのは昭和基地のみです。昭和基地は，南極大陸から約 4km
離れた東オングル島にあり，海に近いため温暖で年間平均
気温が-10℃程度、最低気温は-40℃程度です。大陸とは氷
でつながっているため，歩いて行くことも可能です。建物
は約 60棟あり，ディーゼル発電機により給電，暖房が行わ
れていて室内は 20℃ぐらいに保たれています。時差が 6時
間あるので，昭和時間は日本時間－6時間です。これに対し
て，ドームふじ基地は，昭和基地から約 1,000km 内陸にあ
り，標高が 3,810mになるため，空気が薄く，年間平均気温
が-54℃程度，最低気温が-80℃程度になります。氷床コア
掘削を行っている雪氷分野などの観測拠点として活躍して
います。また，天文台の設置計画が進んでおり，近い将来再
び越冬基地として使われる可能性もあります。観測拠点間

の移動には主に雪上車が使用されます。 
観測物資（食料や燃料など合わせて）は，約 1,100 トン

が南極観測船「しらせ」で日本から年に１度だけ運ばれま
す。ほとんどの観測隊員は，オーストラリアから乗船しま
す。年に１度だけなのは，昭和基地周辺の氷が厚く夏以外
は船が近づけないためです。現在では少数人員の輸送なら
飛行機を使うことも可能ですが，高額になるだけではなく，
冬の天候問題があるため船と同様に夏のみに限定されます。
しらせで運ばれた物資は，ヘリコプターや雪上車（氷上輸
送）により昭和基地へ輸送されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 昭和基地と雪上車 
 
３．雪上車開発の歴史 
 日本で最初の雪上車は，1929年にフォード社から輸入さ
れたもので，妙高高原あたりを走行したという記録があり
ます。また，旧陸軍などが研究を行い，雪上車「くろがね
号」を開発しましたが，終戦を迎え研究放棄されたそうで
す。その後，林野庁が中心となって開発が始まりましたが，
こちらも実用レベルには達しませんでした。 
 新潟県は，1948年に技術振興条例に基づく指定研究に「雪
上自動車の研究」を取り上げ，知事室観光課が研究開発を
強力に推し進めています。1950年には新潟大学工学部が中
心となり，県費 100 万円で旧軍装備の 93 式軽戦車を改造
し，全装軌式雪上自動車を製造して走行試験を行っていま
す。1951年に製造メーカーとして（株）大原鉄工所が選定
され，実質的な設計・製造が始まりました。1951 年には，
ふぶき１号（SM1）が完成し，わが国における実用雪上車第
1 号となっています。1953 年から保安庁（現防衛省）の中
型雪上車の製造が行われました。これと平行して，ほぼ同
時期に池貝自動車製造（株）（後に（株）小松製作所に吸収
合併）がスノージープ（KC20）を完成させています。1954年
には両社が技術及び製造販売提携を締結し，民間仕様の雪
上車は統一されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 日本初の実用国産雪上車「ふぶき１号（SM1）」 

トピックス 

 南極地域観測と雪上車 

大平 正 （株式会社 大原鉄工所） 
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日本が南極地域観測に参加することが 1955 年に決まり，
観測船「宗谷」から基地までの海氷上物資輸送手段として
雪上車が注目されました。翌年には，日本機械学会が南極
地域観測機械関係準備委員会を設け，あらゆる機械類の企
画，準備，製作を担当しています。同準備委員会では，使用
する機械類はできるだけ国産品を使用する方針を立て，雪
上車として KC20を候補にしました。北海道網走や富山県立
山で走行試験などが行われ，-40℃でも耐えられるように改
良された後，1956 年 11 月に 4 両が宗谷に積み込まれ，１
次隊とともに日の出桟橋を出航しています。 
越冬が軌道にのると，今度は昭和基地から南極点までの

調査旅行が計画されました。南極地域観測統合推進本部に
雪上車設計委員会が設けられ，防衛庁技術研究本部（当時）
と連携して，-60℃に耐えられる大型雪上車 KD60 が開発さ
れています。日本隊は，1968年 12月 19日に 3両の KD60で
南極点到達に成功しています。 
 （株）大原鉄工所は，ゴムベルト履帯を用いた雪上走行装
置を開発し，観測隊が海氷上を安全に移動するための小型
雪上車 SM10と SM15を製造しました。1968年に 9次隊が昭
和基地へ持ち込み，基地周辺の小旅行や人員輸送などで活
躍しました。さらに改良された SM20は，南極だけではなく
国内の豪雪地帯に導入され，電力会社などで広く使用され
ています。中型雪上車としては，1971年に SM30が，1981年
に SM40S が開発され，現在でも昭和基地周辺で使用されて
います。大型雪上車としては，1976年に SM50Sが，1991年
に SM100S が開発され，SM100S は現在でも内陸旅行の主力
雪上車として使用されています。 
 
４．活躍している主な雪上車 
 日本南極地域観測隊（JARE）で現在使用されている主な
雪上車の諸元と性能を表１にまとめます。人の足裏接地圧
が 0.2～0.3kgf/cm2，ブルドーザの接地圧が 0.5～0.6 
kgf/cm2程度ですので，雪上車の接地圧がいかに小さいかが
わかると思います。物資輸送を行うため，低接地圧でも大
きな牽引能力が必要で，大型雪上車 SM100Sは重量 2トンの
そりを 7 台も牽引する能力があります。南極にはガソリン
スタンドがありませんので，移動に必要な燃料は基本的に
そりに積んで走行することになります。 
 新しい観測船「しらせ」の就航に合わせて 51 次隊から
12ftコンテナによる物資輸送が始まりました。専用のコン
テナそりを牽引するためスキー場のゲレンデ整備車のよう
な形状をした SM60S なども開発されています。ドームふじ

基地などへの内陸調査旅行では，片道で１ヶ月程度かかり
ますので，それに使用する SM100Sには，ベッドや炊事設備
などの生活環境も完備されていて，動く観測室と言えます。 
日本の雪上車は壊れにくいという強みがあり，他国の観

測隊からも高い評価を受けております。機能面でも，さら
に進化していくものと期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３ コンテナ氷上輸送を行う SM60S 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真４ 内陸調査旅行中の SM100Sとそり群 
 
文献 
(1) 西堀栄三郎，“南極越冬記”，（1958），岩波新書． 
(2) 北村泰一，“南極越冬隊タロジロの真実”，（2007），小学

館文庫． 
(3) 国立極地研究所，“南極大図鑑”，（2006），小学館． 
(4) 細谷昌之，“日本の雪上車の歩み 極地選書１”，（2001），

国立極地研究所． 
(5) 国立極地研究所，“雪上車運用マニュアル（第 6 版）”，

（2006），国立極地研究所． 
 

表１ 雪上車の主要諸元・性能 

車種 SM30S SM40S SM50S SM60S SM100S 

車両重量 (kgf) 2,500 4,200 6,000 6,700 11,500 

最大積載量 (kgf) (乗員 2名含) 500 500 550 1,300 1,000 

接地圧 (kgf/cm2) 0.11 0.147 0.13 0.14 0.14 

最高速度 (km/h) 20 37 40 16 21 

登板能力 (deg) 30 20 30 21 30 

最小旋回半径 (m) 信地旋回 6.3 7.6 7.6 11.0 

機関出力 (kw) 61.6 121 115 123 220 

機関最高回転数 (rpm) 2,500 2,500 2,400 2,200 2,000 

変速機 HST MT MT AT AT 

燃料タンク容量 (L) 80 120 150 180 250 

最大燃費 (L/km) 1.2 1.23 2.33 3.5 4.4 

耐寒温度 (℃) -30 -50 -50 -30 -60 

牽引能力 (そり台数) 1 2 3 3 7 
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支部賞選考委員長 高本 博之（イーグルブルグマンジャパン） 

 

北陸信越地域における機械工学および機械工業の振興と支部活動の活性化を図ることを目的として創設された支部賞に

ついて，第 18 回の技術賞，貢献賞，学生賞，優秀講演賞の各賞の受賞者が下記のとおりに決定されましたので報告いたし

ます。 

 

■技術賞（2 件） 
 

◎『医薬品向け蒸気滅菌対応湿式微粒化装置』 

株式会社スギノマシン 微粒装置事業部 

〈受賞理由〉 

 主に電子材料粒子の微粒子に用いられてきた，245MPaの

超高圧噴射により超微粒子を生成する技術を発展させ，医

薬品に対応する湿式微粒化装置を実現化した点が高く評価

される。今後の産業界への波及効果ならびに経済的社会的

貢献が期待されることから，技術賞に十分値すると判断し

た。 

 

 

◎『ナノダイヤモンド(ND)／Ni-P表面改質膜とトライボロ

ジー部品への応用』 

佐々木肇、小泉将治（アイテック株式会社）， 

岩井善郎（福井大学），坪川紀夫（新潟大学）， 

真柄宏之（福井県工業技術センター） 

〈受賞理由〉 

 ND粒子をめっき被膜中に20～100nmのオーダで均一に分

散共析できることを世界で初めて明らかにし，その技術開

発に成功した点が高く評価される。今後の産業界への波及

効果ならびに経済的社会的貢献が期待されることから，技

術賞に十分値すると判断した。 

■貢献賞（2件） 
 

◎岩田佳雄 （金沢大学） 

〈受賞理由〉 

 日本機械学会北陸信越支部において商議員を4 期，県幹

事を4 期，代表会員を1期勤められ，また年次大会実行委

員長，支部の講演会やシンポジウムなど多くの企画運営に

尽力され，さらに，機械振動学に関する分野において多数

の研究成果を修め，学術の発展にも大いに貢献しており，

貢献賞に十分値すると判断した。 

 

 

 

◎セイコーエプソン株式会社（代表取締役社長 碓井稔） 

〈受賞理由〉 

日本機械学会北陸信越支部において，商議員を 17期，県

幹事を７ 期，代表会員（評議員）を 10期，副支部長を 1期

努められ，支部の見学会や講習会など，多くの企画の運営

に尽力されている。青少年教育・技能者育成などの地域・社

会貢献が多数あり，地域産業の発展にも大きく貢献してお

り，貢献賞に十分値すると判断した。 

 

 

 

第 18 回北陸信越支部賞 
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■学生賞 学生会活動の部（1件） 
 

◎福井大学大学院工学研究科機械工学専攻 

システム制御工学講座機械システム研究室 

〔代表：岩壁佳祐〕 

〈受賞理由〉 

代表を含めた同研究室の学生は機械学会学生員として，

福井県内各地でおもちゃの修理ボランティア活動に興味の

ある社会人を対象に修理の実習指導を行っている。養成し

た修理ボランティアを加えた修理ボランティア・ネットワ

ークも組織化され，各地で自主的な修理活動が行われるよ

うになるなど，目を見張る地域貢献を行っており，支部機

械学会学生員としての名誉を高めたことが高く評価できる

ことから，学生賞に十分値すると判断した。 
 
 
■学生賞 卒業研究発表の部 
 
   内海  直樹 （長岡技術科学大学） 
   才川  友成 （富山大学） 

磯野  沙連 （富山大学） 
渡辺 裕太郎 （長野工業高等専門学校） 
橋詰  悠稀 （富山大学） 
竹内  健人 （福井大学） 
酒井   涼 （新潟大学） 
高野  圭市 （金沢工業大学） 
道下  佑創 （金沢工業大学） 
渡辺  貴大 （福井大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■優秀講演賞 （一般の部） 
 
『積層構造体の延性特性に対する異相界面の役割』 
   下川 智嗣 （金沢大学） 
 
『結晶材料の塑性変形にあらわれる間欠性; 原子シミュレ
ーションによる解析』 
   新山 友暁 （金沢大学） 
 
 
■優秀講演賞 
（学生の部・日本機械学会フェロー賞） 
 
『ゴカイのいぼ足の動作解析』 
   横澤 駿介 （信州大学） 
『Numerical simulation of head-on collision of a 
normal shock wave with a rigid plate attached to a 
spring and dumper』 
   張  郡伊 （富山県立大学） 
『非線形振動モデルによる骨芽細胞の刺激応答機構の検討』 
   山口 裕己 （金沢工業大学大学院） 
『動物の筋骨格系による四脚ロボットの歩容生成』 
   鷲塚 祐希 （富山県立大学） 
『微小擬似軽油液滴列による輝炎の温度分布計測』 
   國岡 昭吾 （金沢大学） 
『パラレルワイヤ駆動機構を用いた立位バランス能力の測
定と評価』 
   鶴岡 宗治 （金沢大学） 
『体圧分散寝具の力学的評価を目的とした腰部有限要素モ
デルの開発』 
   沼倉  玲 （金沢大学） 
『高温水素雰囲気下における四ふっ化エチレン樹脂の摩擦
摩耗特性』 

   植田 貴也 （金沢大学） 
『曲げ荷重による水酸アパタイト溶射皮膜端部でのはく離
発生挙動に及ぼす SBF浸漬の影響』 

   LANKENAU Alfonso （長岡技術科学大学） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ※日本機械学会がフェロー寄付金に基づき，本会講演会において優れた講演を行った学生員，准員および修士

課程（博士課程前期）修了後１年目の正員に対して「若手優秀講演フェロー賞」として顕彰するもの。 
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１．はじめに 

医薬品は有効成分をナノサイズまで微粒化すると，粒子

の溶解性や体内での吸収性向上，さらには投与量を少なく

できることが知られている。 

ナノサイズの微粒子を生成する方法として，溶媒に微粒

子を混合し，超高圧・高速で噴射，衝突させる方式がある。

この方法では，微粒子生成過程での不純物の混入が低減で

き，清浄度が求められる医薬品製造においては有効な製法

となる。しかし，注射剤など管理基準の高い薬剤に対して

は，装置の清浄度に加え滅菌度合いも厳しく要求される。 

通常，高圧を発生する装置は，その耐圧構造によって液

体流路が細く，複雑な形状となっている。そのような構造

において，滅菌状態を得るために，流路に 120℃以上の蒸気

を通す機構を開発した。245MPaの超高圧を発生させる構造

を維持し，かつ洗浄時に蒸気を通して滅菌できる装置とし

ている。 

図１ 蒸気滅菌対応湿式微粒化装置 

 

２．開発技術 

湿式微粒化装置「スターバースト」は，原料粒子を混合し

た懸濁液を最高 245MPaの超高圧に加圧し，微細なノズルか

ら高速で噴射・衝突させて，微粒子を得る装置である。この

高圧機能を維持し，蒸気滅菌を行うために，次のような機

構を装置に組み込んだ。 

（１）エア駆動の，蒸気通過可能な 245MPaシール対応の高

圧 ON/OFFバルブを回路内に組み込み，材料生成時の高圧

シールと洗浄時の蒸気滅菌を自動で切換える。 

（２）菌の温床となる液だまりを極力なくすため，高圧，低

圧回路途中の各種センサ取付け空間を最小限に抑えた。 

（３）医薬品製造装置に求められる，GMP(Good 

Manufacturing Practice：医薬品の製造管理および品質

管理に関する基準)に対応可能な構造とした。 

 

３．薬剤粒子の微細化例 

 医薬製剤のアスピリンは鎮痛･解熱薬として用いられ，そ

の粒子をより微細化することで，体内での吸収を高めるこ

とができる。 

図２に微細化処理前のアスピリンの電子顕微鏡写真を示

す。100μm 以上の塊状のものが見られ，平均粒子径は 157

μmであった。これをスターバーストで 200MPaの高圧噴射

処理を 5パス行うと，図３のような平均粒子径 0.6μmの微

細粒子が得られた。 

この微細化されたアスピリンをラットに皮下注射した場

合，大きい粒子のときより速く血中濃度が上がり，血液へ

の吸収量が増加したという実験結果が報告されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

図２ 処理前ｱｽﾋﾟﾘﾝ（平均粒子径 157μm） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図３ 処理後ｱｽﾋﾟﾘﾝ 

200MPa,5パス処理 

（平均粒子径 0.6μm） 

 

４．社会的貢献 

従来，薬剤成分粒子の微粒化には，薬剤と硬質ボールと

を容器内で撹拌し，ボールの挟み込み（押しつぶすこと）に

よって薬剤粒子を細かくする機構や，気流に薬剤粒子を乗

せて衝突させ，細かくする方法が用いられてきた。しかし，

それらの方法よりも，薬剤を混入した高圧液体を高速噴射

し，衝突，剪断，キャビテーションを与えた機構がより短時

間で，また不純物がなく粒子を細かくできる特長がある。

そのような装置を蒸気滅菌洗浄可能としたことで，高圧噴

射型微粒化装置の医薬分野への導入を実現した。 

医薬品の特許切れに伴う後発医薬品メーカーの増産や，

新製剤の開発強化の傾向から医薬業界の設備投資が活発化

している。このため，従来の微細化設備からの切り替えが

積極的に検討されており，当社のスターバーストが医薬製

造装置として寄与することを期待する。 

技術賞 

医薬品向け蒸気滅菌対応湿式微粒化装置 

「スターバースト SIP」 

工学博士 原島 謙一（株式会社スギノマシン） 
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１．はじめに 

金属にセラミックスや自己潤滑剤を含有させた複合めっ

き被膜は，マトリックス材である金属の特性を持ちながら，

金属単体では得られない特性を付与できることから様々な

分野で使用されている。特に，自動車エンジン，軸受や歯車

をはじめ機械・機器などのしゅう動部表面自身に自己潤滑

性を持たせるような材料表面改質の開発が盛んに行われて

いる。このような複合めっき被膜は，ベースとなる金属め

っきの特性（延展性・導電性等）に共析させる粒子の特性

（耐摩耗性・耐食性等）を付与することができる。本件で

は，代表的なナノカーボン材料であるナノダイヤモンド（ND）

粒子をめっき被膜中に均一に分散・共析させるための分散

方法を開発し，これにより形成されるナノダイヤモンド複

合めっき被膜の優れたしゅう動特性について報告する。 

 

２．NDの分散と複合めっき（Ni-P-ND）被膜 

粒子径が非常に小さい ND粒子は，そのサイズに反比例し

て表面エネルギーが大きくなり，溶液中で凝集しやすい。

特に金属塩等が多く存在し，強イオン強度の環境であるめ

っき液中においては，粒子間の静電的相互作用が打ち消さ

れ，凝集・沈殿を生じてしまう。このままの状態では被膜に

凝集体として共析してしまい，超微粒としての特徴が損な

われ，ND本来の特性を活かすことができないといった問題

があった。そのため，本開発では ND表面にイオン性官能基

を導入することで凝集体の解砕を行い，粒子間の静電的反

発を強めることで，めっき液中でも安定に分散させる技術

を開発した（図１）。 
     

 

 

 

 

 

 

 

図１ ND表面へのイオン性官能基の導入反応 

 

この ND分散処理により得られためっき液を用いて，複合

めっき処理を行った後の被膜中における ND 粒子の共析状

態を図２に示す。図中において黒く見える点が ND粒子であ

り，周りの白く見える領域はその母相である Ni-Pを示して

いる。これにより，ND粒子サイズが約 10～20 nmの大きさ

で均一に分散・共析していることが確認できた。 

 

３．しゅう動特性評価 

Ni-P-ND と各種表面処理品の往復摩擦試験機による摩耗

の比較結果を図３に示す。Ni-P-NDは Ni-Pや ICr， CrNに

比較して，耐摩耗性が 2 倍以上と大幅に向上し，相手材へ

の攻撃性を見ても Ni-P-NDは，Ni-Pや ICr，CrNに比較して

比摩耗量が低くなることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 電子顕微鏡によるめっき被膜中の ND粒子の観察像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ND複合めっきと各種表面処理のしゅう動特性比較 

 

３．おわりに 

 本技術は，めっき被膜の性能向上のための新規表面処理

技術の確立するために，ナノカーボン材料である NDの特性

（高硬度，低摩擦性）に着目し，めっき被膜中に複合化する

ことで，しゅう動特性の向上を図り，さらに事業化への展

開を行っている。例えば，産業用チェーンのピンの部分へ

NDめっき処理を行うことで，従来のチェーンに対し寿命が

約 4 倍に延びることが確認され，既にチェーンメーカーで

採用されている（図４）。 

最近販売を始めたため販売実績は少ないが，今後産業・

自動車用チェーン，更には空調機用コンプレッサー，軸受

等の展開を図るべく，現在共同開発を推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ND複合めっきチェーンと運転寿命 

 
４．謝辞 

本研究は, 「近畿経済産業局戦略的基盤技術高度化支援

事業(平成 20～22年度)」の一環として実施された。支援に

謝辞を表する。 
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技術賞 

ナノダイヤモンド（ND）／Ni-P 表面改質膜 

とトライボロジー部品への応用 

小泉 将治（アイテック株式会社） 
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平成 26年 3月 8日に富山県立大学で開催された日本機械

学会 北陸信越支部第 51 期総会の席において北陸信越支部

貢献賞を拝領し，誠にありがとうございます。北陸信越支

部の運営に携わったのは，平成 13，14年度の会計幹事，お

よび，平成 18，19年度の庶務幹事のときでした。その折に

は支部長，副支部長をはじめとして多くの県幹事の皆様に

大変お世話になりました。ここに深くお礼を申し上げます。 

 庶務幹事を務めていたときにはいろいろなことが重なり

ました。日本機械学会が平成 19年 7月に創立 110周年を迎

えるため，「機械工学 最近 10 年のあゆみ 1997～2006」

と題した記念誌を出版することになり，この準備が 1 年ほ

ど前から始まりました。そして「第４部 機械工学・機械工

業関連地域の 10年」の中で，北陸・信越地域の記事の取り

まとめを担当することになりました。その記事において「北

陸信越支部の行事と今後の動向」を岩田が執筆することと

し，「支部技術賞にみるトピックス」を金沢大学名誉教授の

茶谷明義先生，「各地域のこの 10 年」を津田駒工業の諏訪

満氏と長岡歯車資料館の内山弘氏，「技術革新と産学連携の

必要性」を小松製作所の鈴木康夫氏に依頼しましたところ，

快くお引き受けいただきました。以上をまとめたものが記

念誌に掲載されています。 

 平成 19 年 3 月の北陸信越支部第 44 期総会・講演会が金

沢大学で開催されることとなり，上野久儀実行委員長の下

で取りまとめ役を務めることになりました。学生員卒業研

究発表講演会は石川工業高等専門学校で開催されました。

金沢大学の実行委員の先生方のご協力により，3 月 8 日に

無事開催することができ，講演会から懇親会まで滞りなく

成功裏に終えることができました。実行委員の先生方には

大変感謝する次第です。 

 また，日本機械学会の本部からの依頼事項ではあります

が，能登半島地震・中越沖地震の被害調査に深く係わって

いました。平成 19 年 3 月 25 日に発生した能登半島地震に

よって能都地区は多大なる被害を受けました。日本機械学

会の社会への貢献として，この地震による機械産業，輪島

塗りなどの地場産業，医療施設への被害などを調査するこ

との依頼を本部から受け，金沢大学の尾田十八教授を主査

として「能登半島地震による地場産業等の被害とその復興

に関する臨時調査分科会」が結成されました。北陸信越地

区の先生方を中心に約 40 名からなる調査分科会でしたが，

私は幹事として全体の取りまとめ役を担い，能都地区の産

業の被害状況を調査していました。ところが同年 7月 16日

に中越沖地震が発生し，柏崎を中心に大きな被害が出たた

め，分科会名を「能登半島および中越沖地震による地場産

業等の被害とその復興に関する臨時調査分科会」と改め，

中越地区の被害調査も実施することとなりました。被害を

受けたにもかかわらず，多くの企業や病院の関係者にご協

力をいただき，平成 21年 3月に成果報告書をまとめること

ができました。 

 以上，北陸信越支部の運営や行事，活動に少しでも貢献

できたかと思っております。この度の受賞に改めて感謝し，

筆をおかせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

このたびは，貢献賞という名誉ある賞を頂き，誠にあり

がとうございます。これも関係各位のご支援，ご協力のお

かげと感謝申し上げます。 

さて当社には、 

「Exceed Your Vision」 

というタグラインがあります。 

「私たちエプソンは、製品・サービスを通して，常にお客

様に驚きや感動をお届けします。 

私たちは，技術革新を通じて，世界中の人々の創造力を

かきたて，それを具現化する力となっていきます。」という

意味を含んでおります。 

「技術革新をしてそれを具現化した商品」を出すことは、

まさに機械工学の目指す一つの道だと思います。 

これからも、社会に、そして本学会に貢献しながら、技術

賞を頂けるような商品開発活動をしていきたいと思います。 

ただ，企業会員数は徐々に減ってきており，学会と企業

の関係は岐路に立っていると感じられます。 

インターネットが発展し，自社で HPを開設することが一

般的になった今日において，会社を社会に広く知って頂く

という観点では，企業が学会に所属するメリットは小さく

なってきているように思います。 

学会は，学会に属する事の具体的な効果を積極的に説明

しなければなりません。 

企業は，目前の具体的に金額で表されるような効果だけ

を求めるのではなく，長期的な視点で，また，自社だけでは

無く，社会とともに発展していくことが重要であるという

視点で学会活動を行う必要があると思います。 

今まで，企業会員に求められることとして，現場(工場)

見学がありますが，主力工場は海外に移転しており，支部

内で見学していただける工場は，ほぼなくなってしまいま

した。 

このような企業環境の中で，学会に対して具体的にどの

ような新たな貢献ができるかを考えながら，学会活動をし

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貢献賞 

貢献賞受賞に感謝して 

岩田 佳雄（金沢大学） 

貢献賞を受賞して 

楠本 浩之（セイコーエプソン株式会社） 
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 北陸信越学生会は北陸信越支部地区の 10大学 6工業高等
専門学校の学生を中心に運営されている。以下，2013年度
の主要な活動について報告する。 
 

１．幹事校会・運営委員会の開催 

 2013年度は，第 1回幹事校会を夏に開催，第 2回の幹事

校会を学生員卒業研究発表講演会当日に開催した。通常幹

事校会は各県の幹事校が集い，学生会に関する運営につい

て検討する場であるが，北陸信越支部では従来より，全運

営委員に案内し，幹事校会・運営委員会として開催されて

いる。 

 第１回の幹事校会・運営委員会は，2013 年 7 月 27 日に

富山大学工学部で開催され，会員校運営委員 21名と幹事・

顧問教員 2 名が参加した。まず初めに，委員長に番匠光平

君（富山大学）が選出された。会議では，(1)平成 24 年度

事業報告および決算報告，(2)平成 25年度事業計画，(3)平

成 25 年度メカライフの世界展，(4)学生員卒業研究発表講

演会（富山大学），(5)平成 25 年度予算案，(6)次年度委員

長校および幹事校の確認を行った。また，幹事校会の後，夕

方には富山市において懇親会を開いて運営委員の交流を深

めた。懇親会には多くの運営委員が参加し盛況なものとな

った。 

 第２回は，卒業研究発表講演会当日（2014 年 3 月 7 日）

に開催され，運営委員 20名と幹事・顧問教員 2名が参加し

た。その後に行われる卒業研究発表講演会での各運営委員

の役割分担と作業内容の確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１ 第 1回幹事校会（会場：富山大学） 

 

２．学生交流会への参加 

 機械学会の年次大会に合わせて，2013 年 9 月 10 日に岡

山大学において各支部の学生会委員長が集まる委員長校会

や学生交流会が開催された。今年度は委員長の番匠君が参

加した。学生交流会は，2部構成で行われ，第１部では企業

の若手技術者 11 名から業務内容の説明や技術者としての

心構え等についてプレゼンテーションがあった。第 2 部で

は，立食形式で意見交換会が行われた。 

 

３．「メカライフの世界展」の開催 

 2013年度「メカライフの世界」展は，表１に示す 5校に

おいて実施された。「メカライフの世界」展は実験と展示に

より子どもに機械や機械工学についてわかりやすく教え，

機械や機械工学に興味を持たせることにより将来の機械工

学を担う人材の育成につなげることを目的としている。各

校とも興味深いテーマを取り上げ，様々な趣向を凝らして

わかりやすい実験や展示を心掛けていた。 

 

表１ 北陸信越学生会 2013年度「メカライフの世界」展 

学校名 開催日 テーマ名 参加者 

福井高専 2013.5.11 
メカを見てさわって

学ぼう！ 
約 450名 

長野高専 2013.7.20 
ロボットを間近で見

よう，触れてみよう 
約 900名 

長岡技術 

科学大学 
2013.8.4 

機械系研究室の紹介

と実演 
607 名 

金沢工業 

大学 
2013.8.21-22 

ペットボトルロケッ

ト教室 
約 50 名 

富山大学 2013.9.28 
地震計を作って揺れ

を測ろう 
約 50 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 製作した地震計による地震波形の記録（富山大学） 

    図２ メカライフの世界展の一例 

 

４．学生員卒業研究発表講演会 

 第 43 回学生員卒業研究発表講演会が 2014 年 3 月 7 日

(金)に富山大学において開催された。発表件数 115 件（登

録件数は 116件：1名インフルエンザで講演取り止め），参

北陸信越支部学生会機関紙白眉 2013 年度版 

北陸信越学生会の活動 

北陸信越支部学生会担当幹事 

木村 弘之(富山大学) 

(a) ロボコン操縦体験（長野高専） 
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加登録者は 222名であった。今年度は 9室の会場で 18セッ

ションが執り行われた。1 年間取り組んできた卒業研究の

総まとめとして学生が発表し，その発表に対して聴講して

いる学生を含めて活発な討論が行われた。座長を担当され

た学生員，座長をサポートしていただいたアドバイザー教

員および運営委員の協力の下，大きなトラブルもなく無事

終了した。関係各位に感謝申し上げる。 

卒業研究発表講演会の発表者は(社)日本機械学会の学生

員であることが条件とされている。今年度は、事前のアナ

ウンスが悪かったためか，卒業研究発表講演会ぎりぎりに

なっても入会手続きが完了していない学生が複数名いた。

今後もより多くの学生が参加し，会員が増えることを期待

したい。 

また講演会終了後，運営委員による学生賞（卒業研究発

表の部）の選定，学生会総会および懇親会が行われた。総会

では 1 年間の活動内容が紹介された。懇親会には講演者，

学生員運営委員や教員合計 44名が参加し，その場で学生賞

の発表が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       (b) 懇親会の様子 

図３ 第 43回学生員卒業研究発表講演会 

 

５．学生賞 

 学生賞は，学生を主体として支部地区の活動に著しく貢

献した学生個人またはグループに授与される。 

５．１ 学生賞（卒業研究発表の部） 

 第 43 回学生員卒業研究発表講演会における研究発表の

内、表２に示す 10件の発表者に贈られた。この優秀講演の

審査は，アドバイザー教員（各セッション１名）と運営委員

（２セッションを通しで 2名）の採点結果を基に行われた。

運営委員は，担当する２セッションを通して採点している

ため，公平に評価できていると考えている。 

５．２ 学生賞（学生会活動の部） 

学生会活動の部では，機械学会の広報活動に成果を修め

たもの，学生会運営に著しい貢献をしたもの，または支部

地区の各種行事などを通して機械工学・工業の発展に寄与

したものが対象となる。今年度は 2 件の応募があり，表３

に示す 1件が表彰された。 

 

表２ 学生賞（卒業研究発表の部） 

受賞者名 講演題目 

内海 直樹 

（長岡技術科学大学） 

高流速ウォータートンネルにおける

Necklace渦の消失原因の解明 

才川 友成 

（富山大学） 

超音速境界層における流入撹乱の遷移構

造に及ぼす影響 

磯野 沙連（富山大学） 二重窓を用いた暖房室内の温熱環境 

渡辺 裕太郎 

（長岡工業高等専門学校） 

Akin の特異要素を用いた FEM による異材

接合体に対する 3次元特異応力場の評価 

橋詰 悠稀 

（富山大学） 

PEEK スラスト軸受形状と水中における転

がり疲労損傷の観察 

竹内 健人（福井大学） MSE試験による樹脂材料の表面強度評価 

酒井 涼 

（新潟大学） 

ラジアスエンドミルによる傾斜面加工に

おける仕上げ面粗さに関する研究－理論

粗さの幾何学的解析と実験的検討－ 

高野 圭市 

（金沢工業大学） 

大型汎用装置を用いたサファイア CMP に

おける研磨メカニズムの分析 

道下 佑創 

（金沢工業大学） 

3D 型摩耗試験機による骨董‐臼蓋の摩耗

特性に関する研究 ‐炭素含有量の違いが

耐摩耗性及び，生体適合性に及ぼす影響‐ 

渡辺 貴大 

（福井大学） 

救急車用防振ベッドの加速度低減装置に

関する研究 

 

表３ 学生賞（学生会活動の部） 

受賞者名 主な受賞理由 

福井大学大学院工学研究科

機械工学専攻システム制御

工学講座機械システム研究

室（代表：岩壁佳祐） 

修理ボランティアを養成する地域貢献

活動（福井県内各地でおもちゃの修理ボ

ランティア活動に興味のある社会人を

対象に修理の実習指導を行うなどの地

域貢献） 

 

６．今後の学生会活動について 

学生会活動費の約 40％が運営委員や講演会で発表する学

生員への旅費補助に充てられる。2014年度末には北陸新幹

線が開業されるため，移動時間は一部短縮されるものの旅

費の問題は残っている。 

卒業研究発表講演会の論文集は一昨年から USB メモリに

変更している。USB にすることで論文集製作コストを大幅

に低減できるというメリットがある一方，売れ行きは徐々

に減少してきている。今年度の販売数は，正員の参加者数

とほぼ同じであることから，USB 製作数を売り切れ覚悟で

思い切って減らすことも検討する時期かと思われる。 
 
７．その他（学生員から、正員への継続特典について） 

2014年 3月に卒業した学生員に対して，機械学会本部か

ら，調査票が 10月ごろ送られる予定である。就職し引き続

き正員となる学生員に対しては，書籍の贈呈などの特典が

ある。一方，大学院に進学したと回答した学生はそのまま

学生員継続となるが，何も回答しないと自動的に正員とし

て登録されてしまい，後日正員から学生員への訂正が必要

になる。調査票が来たら，必ず回答するようお願いしたい。 

最後に，運営委員や顧問教員をはじめ，1年間学生会活動

にご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

(a) 講演会の様子 
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 平成 25年 6月 1日（土），朱鷺メッセ（新潟コンベンシ

ョンセンター）2 階のメインホール B において北陸信越支

部創立 50周年記念式典・特別講演会が開催されました。会

場は，信濃川の河口に位置しており，さわやかな風と穏や

かな五月晴れの下，式典が執り行われました。 

実行委員長原利昭教授（新潟工科大学）の開会の辞で式

典が始まりました。最初に，山崎光悦支部長(金沢大学)か

ら，ご来賓各位へのお礼と，近年の科学技術の急激な発展

による社会のボーダレス化，価値観の多様化の中で支部の

果たす役割について，今後 50年の未来像に触れた挨拶がな

されました。その後，日本機械学会矢部彰会長より，北陸信

越支部が物づくりの盛んな地域であり，50年の永きに亘り

有益な支部活動を活発に展開してきたことに触れたご祝辞

を頂戴いたしました。続いて，武藤睦治長岡技術科学大学

理事・副学長より，国の施策と大学の進むべき方向という

視点からのご祝辞を頂きました。 

功労者表彰に先立ち，多田幸生庶務幹事（金沢大学）から

功労者の選出方法の説明と持ち点制による厳正な選出であ

ったことが披露されました。今回の 50周年記念式典での被

表彰者は，以下の５名の方々です（敬称略、順不同）。長野

県：元信州大学 日向滋，富山県：富山高等専門学校 石原外

美（都合によりご欠席），石川県：中村留精密工業（株）沢

田学，福井県：福井大学 岩井善郎，新潟県：新潟工科大学 

原利昭。 

各功労者には支部長より，表彰状と記念品（無形文化財 

鎚起銅器）が授与された後，功労者を代表して，沢田学氏よ

りお礼のご挨拶がありました（式典の参加者は 90名）。 

特別講演会は、YKK(株)および YKK AP(株)の吉田忠裕会

長を講師にお迎えし、『YKKの海外展開と技術力強化』と題

して、YKK グループの経営体制と YKK 精神および経営理念

についてお話を頂きました。YKK精神の基本は「善の循環」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

にあり，“他人の利益を図らずして自らの繁栄はない”こと

を実例を挙げて説明して頂きました。人づくりにおいては，

社員一丸となって価値を生み出す源が，人づくり：「失敗し

ても成功せよ。信じて任せる」，モノづくり：「品質にこだわ

る」，関係づくり：「一点の曇りなき信用」であり，これらの

三つをコアバリューとして大切にしていることが披露され

ました（特別講演の参加者は 137名）。 

パネルディスカッションでは，冒頭でモデレーターのコ

マツ産機（株）西田憲二副社長より，本ディスカッションの

趣旨が詳しく述べられ，議論の進め方が説明されました。

最初に，基調講演として(株)コロナの内田力社長により，

『コロナの経営理念と商品開発－日本初の石油ストーブか

らオンリーワンのナノミストまで－』と題する講演が行わ

れました。コロナの経営理念が，「感謝と感動」であり，社

会への感謝とお客様に感動してもらう仕事をすること，そ

のためには力を尽くすことが必要と説いて頂きました。続

いて，（株）IHIシバウラ商品開発室役員付髙橋浩氏，立山

科学工業（株）取締役高村元二氏，岩井善郎福井大学理事・

副学長に，前述の基調講演講師 内田力社長，および，山崎

光悦支部長，小職をパネリストに加えて，『地域を支える機

械系人材の育成 －企業と大学の役割－』をメインテーマと

してディスカッションが開始されました。まず，各パネリ

ストの人材育成に対する考えをスライドを使って 5 分程度

で述べて頂きました｡企業側からは，社員として求められる

ものとして，使命感（世の中の役に立つ）やリーダーシッ

プ，および全体像を描いて仮説を立てて仕事を進めていく

力が大切であることが述べられました。逆に社員の成長を

阻むものは，現代の巨大な社会システムの前に自分にでき

ることは無いと勝手に思い込む無力感であり，現実を耳学

問で理解しているのが原因とのことでした。兎に角やって

みることが必要で，経験を積んで打たれ強くなる必要があ

るとの意見が出されました。大学側からは，社会が求める

人材育成について高等教育機関としてどのように応えてい

くかの意見が出されました。昔に比べて多様化・高度化し

てきた理工系の知識を吸収して貰うために産学連携の実践

教育を工夫している例や，博士人材のキャリア形成プログ

ラムやグローバル人材育成推進事業により，産と学のニー

ズと発想を身に付けた新しい博士人材養成の実例が紹介さ

れました。 

モデレーターの巧みな話術とコンビネーションでパネリ

ストによる活発な討論が続き，あっという間に時間が過ぎ

てしまいました（パネルディスカッションの参加者は 108

支部創立５０周年記念 

功労者表彰式の集合写真 

（前列左から岩井善郎，沢田学，原利昭， 

日向滋，後列左から山崎支部長， 

矢部学会長，武藤長岡技科大理事） 

特別講演 （YKK 吉田 忠裕 会長） 

北陸信越支部創立 50周年記念式典・特別講演会報告 

創立 50周年記念行事実行委員会事務局長 

新田 勇（新潟大学） 
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名）。 

当日の締め括りとして，参加者交流会が朱鷺メッセメイ

ンホール A で 60名の出席者で盛大に行われました。 

今回の 50周年記念式典・特別講演会に併せて，各県当た

り 2 件の技術賞候補と機械遺産候補のパネル展示を会場ホ

ワイエで行いました。休憩時間に多くの来場者にパネルを

見学頂き、大変好評でした。協力頂いた関係各位にはこの

場を借りて御礼申し上げます。パネルはどれもすばらしく，

日本機械学会に申請しても良いと思うものばかりでした。

この企画を通して北陸信越地区の地元企業の底力を改めて

感じた次第でした。 

最後になりますが、記念式典・特別講演会・パネルディ

スカッションを遂行するにあたり、ご協力いただいた実行

委員会の方々と関係各位に改めて感謝の意を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
パネルディスカッション 

機械遺産候補と技術賞候補のパネル一例 
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■第 51期総会・講演会 
 2014年 3月 8日，富山県立大学で開催。 
講演件数 241件，参加者数 432名 
 

■第 51期総会・第 52 回商議員会 
１．第 51期（2013年度）事業報告，会計報告 
２．第 52期商議員および支部役員の承認 
３．第 52期（2014年度）事業計画および予算の審議 
４．北陸信越支部賞贈呈 
５．2013年度学生員増強功労者表彰 
６．北陸信越支部賞（技術賞）の紹介 
 

■学生員増強功労者（2013年） 
表彰校 表彰理由 

金沢工業大学 4 

信州大学繊維学部 機能機械学課程 2 

長野工業高等専門学校 機械工学科 2 

新潟大学工学部 機械システム工学科 2 

*表彰理由 

2.現在の入学定員の20％以上の学生員が入会した機械工学関連学科 

4.複数の学科，専攻の合算により30名以上の学生員が入会した学校 
 

■第 52 期支部役員 

担  当 氏  名 所  属 

支部長 服部修次 福井大学 

副支部長(兼長野県幹事) 山岡正治 TPR株式会社 

庶務幹事(兼石川県幹事) 木綿隆弘 金沢大学 

会計幹事(兼石川県幹事) 香川博之 金沢大学 

学生会担当幹事(正) 大金一二 新潟工科大学 

学生会担当幹事(副) 

（兼長野県幹事） 
飯塚浩二郎 信州大学繊維学部 

新潟県幹事 寺島正二郎 新潟工科大学  

     〃 高本博之 
ｲｰｸﾞﾙﾌﾞﾙｸﾏﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ株式

会社 

富山県幹事 三原毅 富山大学 

     〃 原島謙一 株式会社スギノマシン 

石川県幹事 村中志有 澁谷工業株式会社 

福井県幹事 太田淳一 福井大学 

  〃 佐々木善教 福井県工業技術センター 

■第 51期（2013年度）実施行事一覧 

月  日 行 事 内 容 開催地 

2013年 3 月 08 日 第 42回学生員卒業研究発表講演会 福井 

 3 月 09 日 第 50期総会・講演会 福井 

 5 月 16 日 特別講演会 ＭＥＸ金沢 2013開催記念セミナー「マイクロファクトリの思想とモノづくりへのインパクト」 石川 

 6 月 01 日 北陸信越支部創立 50周年記念式典特別講演会「YKKの海外展開と技術力強化」 新潟 

 10 月 22日 特別講演会「磁気テープのトライロボジーと研究開発を通じて学んだこと」 新潟 

 10 月 25日 特別講演会「小水力エネルギーの利活用を目指した技術開発」 長野 

 11 月 01日 特別講演会「様々な産業に貢献する「ものづくり技術」と「型技術」」 富山 

 11 月 12日 特別講演会「積層造形でできること，できないこと～3Dプリンタでものづくり革命は起こるか～」 長野 

 11 月 14日 特別講演会「我が国の航空機開発について」 石川 

 11 月 17日 講習会「CAE技術者のための計算力学講習会」 石川 

 11 月 29日 特別講演会「伝熱研究における生物学的視点の導入」 石川 

 12 月 03日 特別講演会「超臨界流体を利用した分離および反応プロセス」 富山 

 12 月 06日 特別講演会「摩擦摩耗を利用した高機能表層のトライボメタラジ－」－トライボロジーと材料科学－ 福井 

 12 月 11日 特別講演会「架線・パンタグラフ系の高速性能」 新潟 

 12 月 12日 特別講演会「原子力発電機器の強度保障のための高信頼性に関する研究開発」 石川 

 12 月 13日 フォーラム「第４回ものづくり振興フォーラム」 長野 

 12 月 13日 特別講演会「発電用ガスタービンの高温化材料技術と補修・延命化技術」 新潟 

 
12 月 20日 

特別講演会「原子力発電の安全性・信頼性の一層の向上を求めて」－原子力安全システム研究所（技術システム研

究所）の取り組み－ 
福井 

2014年 1 月 15 日 特別講演会「ノンパラメトリック形状最適化プログラムの原理とものづくりへの応用」 長野 

 1 月 23 日 特別講演会「力を測ることで見えてくるもの」－静電型力覚センサ、触覚センサの技術と産業への展開－ 富山 

 1 月 23 日 特別講演会「からくり人形の世界」－江戸時代の先端技術－ 福井 

 1 月 24 日 支部公開シンポジウム「農工連携による次世代農業の提案」 福井 

 3 月 07 日 第 43回学生員卒業研究発表講演会 富山 

 3 月 08 日 第 51期総会・講演会 富山 

 

■日本機械学会へのメーリングリスト登録のお願い 
日本機械学会は，電子メールアドレスの登録をされている会員に対して，所属支部や登部門のインフォメーションメールをお送りし

ております。電子メールでしか配信されない情報もありますので，大事な情報を見逃さないためにもご登録くださいますようお願い

します。詳しくは http://www.jsme.or.jp/hs/mail-list.htmをご覧ください。 
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